
「浅間山北麓ジオパークガイドの会」の認定ガイドによる案

内の受付をしております。ご希望の方は、左記、推進協議会

事務局までお申し込みください。

[料金]＊ガイド1名あたりの値段

平 地：半日6,000円 1日12,000円 （参加者11名以上はガイド2名）

軽登山：半日10,000円 1日15,000円（参加者8名以上ガイド2名）

登 山： １日25,000円 （参加者8名以上ガイド2名）
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ガイドの受付しています

10月13日 ジオカフェ

10月31ｋ日～11月5日
JGN全国大会 おおいた大会

11月3日 嬬恋村・長野原
町文化祭

１１月17日
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天明泥流は吾妻川・利根川下流域にも多大な影響を及ぼ

しました。ここでは埼玉の地で泥流による被災者に思いを

寄せた人々に触れたいと思います。

埼玉県内では泥流により河床が上昇して水害を多発させ

たり、用水路に泥が入り利用が困難になったりと、後世に

まで尾を引く被害が出ました。そのような状況から脱する

ために苦闘した人々を讃えるための碑が現在も各地に残さ

れています。

本庄市（旧児玉町）にある成身院百体観音堂(じょうしん

いんひゃくたいかんのんどう)は泥流の犠牲者を供養するた

め、住職の元眞(げんしん)が建立を決意、師の遺志を受け

継いだ弟子の元映(げんえい)が寄進を募り寛政7（1795）

年頃に建てられました。現在、元映の功績を記した碑が堂

の前に建てられています。

さらに幸手の人々について触れましょう。『浅間山焼昇

之記(あさまやましょうしょうのき)』には幸手宿を流下す

る泥流の様子が描かれています。人や馬などの動物の遺体

が、多くの家屋とともに流されている様子が表されていま

す。なかには流される家につかまり助けを求める人もいて

、川岸では幸手の人々が棹を持って流された人を助けよう

としています。また、正福寺にある義賑窮餓之(ぎしんきゅ

うがの)碑(ひ)には、幸手宿の豪商21人が金銭・穀物を出

し合い、飢饉に苦しむ民を助けたことが記されています。

天明泥流ミュージアムに

は下流都県からも多くの方

が来館しますが、展示を通

して地域を超えた助け合い

や供養する思いがあったこ

とについても学んでほしい

と思います。

天明泥流と埼玉の人々

高橋 人夢 氏

やんば天明泥流ミュージアム
学芸員

タカハシ トム

本庄市 成身院百体観音堂

去年の8月に移住し鎌原の別荘地でStay at Hitoyasumi（

ヒトヤスミ）という宿泊施設兼リラクゼーションサロンを

始めました。

もともと群馬県高崎市出身ですが沖縄でホテルセラピスト

として働いた後、東京での勤務を経て現在はフリーランス

として「癒し」をテーマに活動しています。群馬を離れて

いたからこそわかる群馬の良さや、「嬬恋村」というこの

土地ならではの魅力と壮大な浅間山に魅了され、人の温か

さを感じながら日々過ごしています。その中で、働き方や

ライフスタイルの多様化が進み、一拠点に留まらず「もう

一つの居場所」の必要性や子供の頃の自然体験の大切さを

感じています。

私自身、都会での生活は便利でしたが、窮屈さや生きづら

さを感じていました。忙しく過ぎていく毎日の中で、大切

なものを忘れてしまうからこそ、「日常から離れ、日常に

感謝する」「また明日へと進むためのヒトヤスミができる

場所」を作っていきたいです。

また今年に入りジオガイド養成講座に参加させて頂き天明

の噴火からの復興の歴史、ここで生き抜いてきた人たちの

想い、それを今につなぐ努力や、伝統を知り、より嬬恋村

が好きになりました。訪れた人に嬬恋村の歴史やこの土地

の特別なエネルギーを感じて頂けるような宿泊とガイドを

組み合わせたプランや地域の方々と交流できる企画もでき

たらと考えています。

春夏秋冬見える世界が変

わる美しい嬬恋村に、多

くの人が足を運び、自然

と自然に癒される体験を

してほしいと思っていま

す。

Stay at Hitoyasumi
代表

有川 可那子 氏

Stay at Hitoyasumiでの
施術の様子▶

◀6/1（水）～6/30（木）
まで、長野原町と嬬恋村で
咲く「夏の花100選写真展
示会」が開催されます。花
の写真は浅間山北麓で撮影
されたものです。前回の春
の花に引き続き第２弾とな
ります。

◀全国から火山・自
然体験に興味のある
児童生徒が集まり、
「浅間のいたずら、
鬼のヒミツ」をテー
マとして、8/17(水)
～8/18(木)の1泊2日
の間にフィールド
ワークや実験学習を
通して自然現象を探
究します。

◀9/23(金)～9/24(土)
の2日間にわたり、
浅間山北麓ジオパー
クにてJGN関東大会
が開催されます。大
会テーマを「伝えよ
う人と大地の物語」
とし、人と大地のつ
ながりを中心に様々
なプログラムを予定
しております。

今後は文字と画
像のバランスを考
慮し、電子書籍と
してHPでも閲覧で
きるようにしたい
と考えております。

アリカワ カナコ

浅間山北麓ジオパーク通信
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春のお彼岸の入りに、鎌原観音
堂でみごだんごをつくり、お供え
をして、先祖の供養を行っていま
す。独特なだんごの飾りかたです。

江戸時代、天明３年（１７８３）浅間山の噴火か
ら２３９年が経ちます。この時の噴火災害は関東一
円に及ぶ大きなものでした。特に旧鎌原村は土石な
だれで、全村埋まりました。唯一残った建物が鎌原
観音堂でした。
そこで生き残った９３人が命を繋ぎ、埋まったそ

の土地で復興してきました。そのことを今でも語り
継いでいます。
語り継ぎの一つとして、浅間山噴火大和讃があり

ます。そこに唱えられていることを聞くと当時の災
害と復興してきた様子がわかります。
なぜ、鎌原では噴火災害と復興を語り続けている

のでしょう。探って、考えてみましょう。

A s a m a - b i t o
地域の成り 立ちから 、 地球の成り 立ちを知る
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黒
岩
長
左
衛
門
は
、
浅
間

山
噴
火
に
よ
っ
て
壊
滅
的
な

被
害
を
被
っ
た
鎌
原
村
に
対

し
、
復
興
の
た
め
の
積
極
的

な
援
助
を
行
い
、
ま
た
職
を

失
く
し
た
人
の
た
め
に
噴
火

に
よ
っ
て
湧
き
出
た
温
泉
を

大
笹
ま
で
引
く
、
６
㎞
の
引

き
湯
工
事
の
仕
事
を
あ
て
が

い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
後
世
へ
の
戒
め

と
し
て
、
蜀
山
人
の
協
力
を

得
て
「
災
害
伝
承
碑
」
の
建

立
を
行
う
な
ど
、
社
会
・
文

教
事
業
も
行
い
ま
し
た
。

東
吾
妻
町
原
町
の
顕
徳
寺
の

和
尚
で
、
天
明
２
年
に
四
国
八

十
八
ヶ
所
に
模
し
た
新
四
国
八

十
八
ヶ
所
を
西
上
州
に
と
考
え

ま
し
た
。
し
か
し
、
浅
間
山
噴

火
に
よ
り
そ
の
地
は
被
災
を
受

け
ま
し
た
。
そ
の
被
災
者
へ
の

祈
り
と
し
て
鎌
原
観
音
堂
に
薬

師
如
来
立
像
を
奉
納
安
置
し
ま

し
た
。
そ
の
他
に
も
沼
田
や
安

中
な
ど
に
も
奉
納
し
た
仏
像
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
供
養
仏

像
が
災
害
を
語
り
継
ぎ
、
防

災
・
減
災
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

湯が冷めた後、鎌原用水として
利用している鎌原地区の住民
（昭和30年代の様子）

天
明
の
大
噴
火
の
際
、
熊
本

藩
は
幕
府
に
命
じ
ら
れ
て
、
被

害
の
あ
っ
た
鎌
原
村
を
は
じ
め

吾
妻
川
・
利
根
川
一
帯
の
復
旧

費
用
を
負
担
し
ま
し
た
。
総
額

１
０
万
両
、
江
戸
時
代
の
１
両

は
現
在
の
１
３
万
円
ぐ
ら
い
に

な
る
の
で
、
総
額
１
３
０
億
円

も
の
大
金
が
普
請
費
と
し
て
充

て
ら

れ
ま

し
た
。

庄
川
杢
座
衛
門
は
天
明
年
間

に
高
崎
藩
の
代
官
と
し
て
、
当

時
藩
地
で
あ
っ
た
銚
子
地
方
に

派
遣
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

銚
子
は
、
天
明
の
大
飢
饉
に

加
え
、
天
明
３
年
浅
間
山
噴
火

に
よ
り
火
山
灰
が
積
も
り
農
作

物
は
大
打
撃
を
う
け
ま
し
た
。

代
官
杢
左
衛
門
は
、
村
民
に
藩

の
物
で
あ
る
米
や
お
金
を
与
え

ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
領
民
は

生
き
延
び
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
が
、
勝
手
に
藩
の
金
穀
を
出

し
た
と
し
て
、
藩
か
ら
切
腹
を

命
じ
ら
れ
た
と
伝
わ
っ
て
い
ま

す
。

災害伝承の大切さ、時を超えた人の想い、助け合う気持ちは今
もかわらないんだね。天明３年の浅間山の大噴火をきっかけに
色々な方面から助けてくれた人たちを紹介するよ。

ち
ょ
こ
っ
と
豆
知
識

浅
間
山
噴
火
で
被
災
し
た
人

た
ち
を
助
け
た
の
は
「
人
」
で

し
た
。
食
料
調
達
、
復
興
作
業

の
た
め
の
人
集
め
、
義
援
金
、

雇
用
、
精
神
的
ケ
ア
、
祈
り
。

こ
れ
ら
は
今
も
変
わ
ら
な
い
姿

で
す
。
そ
し
て
「
人
」
に
よ
っ

て
、
災
害
の
記
憶
が
今
も
語
り

継
が
れ
て
い
ま
す
。
直
系
の
子

孫
た
ち
が
２
３
９
年
間
災
害
伝

承
を
続
け
て
き
た
の
は
、
嬬
恋

村
鎌
原
が
唯
一
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
時
を
超
え
た
人
の
想
い

を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
過
去
の

災
害
を
学
び
、
こ
れ
か
ら
の
災

害
に
備
え
て
考
え
る
機
会
に
な

る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

「
自
然
災
害
伝
承
碑
」
は
、
過

去
に
起
き
た
津
波
、
洪
水
、
火
山

災
害
、
土
砂
災
害
等
の
自
然
災
害

の
情
報
を
伝
え
る
石
碑
や
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
を
あ
ら
わ
し
ま
す
。

浅
間
山
北
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
内
の

鬼
押
出
し
園
に
も
「
蜀
山
人
の

碑
」
が
あ
り
ま
す
。
黒
岩
長
左
衛

門
は
、
災
害
の
被
害
を
忘
れ
ず
、

将
来
の
噴
火
に
備
え
る
大
切
さ
を

伝
え
る
た
め
、
当
世
、
狂
歌
の
第

一
人
者
で
あ
っ

た
蜀
山
人
に
撰

文
と
揮
毫
を
依

頼
し
そ
の
志
を

碑
と
し
て
残
し

ま
し
た
。

右
の
記
号
は
、
２
０
１
９
年
３

月
か
ら
新
た
に
登
録
さ
れ
た
、

「
自
然
災
害
伝
承
碑
」
の
地
図

記
号
で
す
。

今も引き継がれている供養祭庄川杢座衛門の碑の前で
「じょうかん節」を演奏
している

↑高雲院宥弁の座像
←二体の兄弟仏像、薬師如来立像

鎌原観音堂
供養祭

伊勢崎戸谷塚
供養祭

東京都江戸川区善養寺
供養碑

長野原町雲林寺 児玉町
成身院供養祭

庄川杢左衛門の碑

蜀山人の碑

も

く

ざ

え

も

ん

ゆ

う

べ

ん

し
ょ
く
さ
ん
じ
ん

当時の熊本藩主で
ある細川重賢

浅間山


